






愛知大学短期大学部同窓会実行委員会 山口‒ 恵里子 
































































































































































































































































































































前の 8 日に掲載、東海日日新聞は 19 日掲載
されました。 
【掲載は P269～】 
除幕式
除幕式実施にあたり、講演、除幕、祝賀会
の流れに沿い、大まかに分担し進めました。 
最初に「除幕式ご案内」の発送先を決めま
した。ご案内の文書は短大同窓会協力金納
入者用と愛知大学同窓会の近隣の支部長宛
用とそれぞれ作成し郵送しました。ご招待
の大学関係者用も作成し、ご出席いただく
教職員の方々は校友課長と相談しながら決
め、退職された短期大学部の先生にもご案
内をしました。除幕式出席のお願いをしま
した豊橋市役所関係の皆さんはご参列いた
だきました。 
何よりも除幕式の実施をどのような形式
でするのか、式次第を作成しながらイメー
ジを創り上げていきました。まず、式次第の
内容に感謝の意を込めてご協力者のお名前
を記させていただくことにしました。式の
中心になる引綱の引き方や引く人などを皆
さんで決め、前日には実行委員で予行練習
をして、当日に備えました。 
講演については、校友課主催のホームカ
ミングデーと共催とさせていただき、詩碑
設置に相応しい内容となりました。 
祝賀会は、料理の内容を決めながら、直接
生協食堂でランチをし、会場レイアウトも
決めました。参加人数が締め切り後も増え
続け、料理の量を心配しながら嬉しい悲鳴
をあげていました。 
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除幕式欠席者へのご協力金のお礼
協力金を振り込まれた方で除幕式に出ら
れなかった 48 名の短期大学部同窓生に対
しては、お礼状といっしょに除幕式式次第、
創立 60 周年記念品（ファイル、本「丸山薫
の世界」）、新聞記事の写しを同封し郵送し
ました。 
 
会 議
延べ 20 回以上の実行委員会を開催。必要
に応じて FAX・電話・メールで連絡し合い
ました。会議は皆さんで日程調整して、主に
豊橋校友課応接室で行い、時にはランチを
挟みながら、和気あいあいと楽しく準備が
進められて行ったことを嬉しく思いました。 
順調に事が進められたのも、何よりも校
友課長のサポートが大きく、実務面では発
送時の宛名の打ち出しや除幕式の準備を豊
橋校友課の鈴木さんにも協力していただき、
本当に助かりました。実行委員一同心から
感謝いたします。 
 
会 計
当初はパネル費用を予定していましたが、
石碑設置も加わり、ご協力金収入と比べな
がらその都度予算案を立て直し進めました。 
沢山の方からのご協力と財団からの補助
金により完成できました。余剰金は詩碑や
パネルのメンテナンス、関連事業の基金に
したいと思います。 
 
これからの思い
今回の活動は、実行委員が 5 人と少人数
であったことから同じ目標に向かって一気
に事を進められたと思います。しかし、今後
は短期大学部同窓会活動の一分野として立
ち上げ、詩碑のメンテナンスも含め多くの
方に関わっていただき、新しい活動を模索
していきたいと思います。 
この同窓会活動を通して素晴らし方達と
の出会い、確実に根を張り築かれていった
経緯が、見事に「愛知大学短期大学部創立
60 周年」に結びついたことを改めて意義深
いことだと思いました。偶然の出会いが重
なり、当初の予想を遙かに超えた素晴らし
い詩碑やパネル設置が出来ました。 
豊橋では既に「丸山薫賞」、高師緑地公園
の詩碑、正太寺（丸山薫の菩提寺）、「文化の
まちづくり課」、鷗の会（丸山薫の詩を読む
会）等があります。 
一方、大学では、短期大学部の存続自体が
危ぶまれている時代です。 
この詩碑設置を機会に「大学おこし」例え
ば、学内の歴史ある建物の所どころに学生
歌も流れる QR コードパネルを設置したり
してキャンパス見学を広め帰属意識を高め
ること。また、丸山薫は市内外の小学校・中
学校・高等学校で多くの校歌を作詞してい
ることから、地元の人たちや関連する方に
も呼びかけ交流を深め「文化のまちづくり」
に繋げ、より多くの市民に関心や興味を持
っていただき、大学を中心に地域と一体の
文化の発信ができることを望んでいます。
まず出来ることからはじめ、石碑やパネル
のまわりを植栽などで整え、学生・卒業生は
もとより多くの方、「丸山薫賞」授賞式関係
者にも来学していただいたり、「丸山薫詩碑
見学ツアー」のコースとして廻るなど、今回
の「梢の歌」の詩碑・パネルの設置が大きな
布石となり、旧短大本館跡地が聖地のよう
に永久に残る事を願っています。 
以 上 
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愛知大学短期大学部創立 60周年記念事業 
愛知大学短期大学部同窓会実行委員： 
 
岡田理華、杉本玲子、小濱恵、山口恵里子、
藤城佐知子（左から）  
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